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本文解釈

５章

モダニズムもポストモダニズムも近代化の過程において生まれた美学的反応である。この章ではポストモダニズムの解釈において近代化の社会システムとなった資本主義をマルクスの理論を中心に展開されている。

資本主義における貨幣経済の出現　貨幣が生産者（労働者）を支配し、商品の背後にある彼らの感情的、精神的な部分を覆い隠してしまう。　→諸物間の社会関係を隠蔽
↓
この状態をマルクスは「フェティシズム（物神崇拝）」とする。

貨幣経済の出現によって、すべての人々が普遍的な土台のもとで個人主義や他者性が認められる自由が生みだされた。　→社会の断片化が一体化された
しかし、貨幣の権力において利潤追求する資本主義によって、「他者」とされた労働者やあらゆるマイノリティの人々が利用されることになってしまった。
資本主義における国家のあり方
国家→税収や信用取引市場への依存；結局国家は資本蓄積の特殊な戦略を押し進めるのと同時に、流動的な資本の循環過程によって秩序を保つことができる。

その秩序を保つためには、国家は公共利益、その領土内に封じ込まれている階級的、党派的な利害や闘争の明確化、貨幣に代わるようなコミュニティ感覚を形成しなければならない→国家の正当化（政治の美学化に関与せざるをえない）

　国家が持ち得る安定性→資本主義的モダニティの政治経済が許容する以上の物でも以下の物でもない。
資本主義的モダニティの積極的な面
· 新たな文化の可能性

· 労働者の全体的に発達した個人へ置き換える可能性
· 地球上のあらゆる人々と接触することができる面
· 科学技術の発達による人間の発達や自己実現の展望の開化
資本主義的近代化の諸条件（個人主義、断片化、生産と消費の間で生じる変化、ｅｔｃ）がモダニズム、ポストモダニズム両方の根底にあるとすれば、ポストモダニズムは社会的条件のいかなる根本的変化をも反映させていないことになる。

　

６章
「ポストモダニズムは～脱権力化するのである。」（p.163）－資本主義の社会システム
・マイノリティ、他者（女性、少数民族、人権、植民地の人々、失業者、若者）

・国際的な銀行家集団

　　→普遍的でない「不均衡な権力」
モダニズムにおける「大きな物語」に見られる権力関係
ポストモダニズムの「脱権力化」のもう一方の側面としてある「不均衡な権力関係」
　には、「差異以上により多くの連続性がある（p.162,L4)」
→ポストモダニズムはモダニズムを強調、強化したもののように思える

モダニズム→ポストモダニズムにおける権力関係のイメージ
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議論点
· 資本主義とポストモダニズムの関係について。

· Ｐ１６２の４行目から始まる著者の推論について。

モダニズムとポストモダニズムは連続性のあるものなのか、断絶されたものなのかという問について再度議論したい。

· Ｐ１６３の４行目からの一段落について。

「普遍的な権力の源泉に近づくのをさまたげるのである」「他者の意見を脱権力化するのである」という部分についてどういうことなのか。

